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トライアルのアプローチ 
～スマートフォン・SNS時代の“あたりまえ”をやってみる～ 

静岡への観光を喚起する
海外プロモーション 

来訪者の利便性向上と 
消費の促進 

地域と連携した 
現地プロモーション 

１.台湾人観光客への 
プロモーション効果 

２．観光アプリ等による 
台湾人観光客の 
行動データ分析 

３．静岡市～伊豆エリアの 
フリーWi-Fiのニーズ 

来訪者の情報拡散 
を促進 

SNS（Facebook） 
フォトコンテスト 

観光アプリ配信（店舗探索、 

PUSH配信、イベント情報） 

トライアル用多言語 
観光サイト構築 QRｺｰﾄﾞによる翻訳サポート 

フリーWi-Fi設置 

台湾有名人を起用した 
SNSによる旅記事 

現地イベント 

ちらし・ポスターの掲示 

＜検証内容＞ 

＜取り組み内容＞ 

旅行後 旅行中 旅行前 

＜観光のフェーズ＞ 

拡散 

移動情報 ＋ アンケート ＋ SNS による複合的なデータ分析 



本トライアルの実施範囲 

地図出典：http://www.freemap.jp/ 

富士山静岡空港から伊豆半島を抜ける２つのルート 

２０１７年２月１０日から３月３０日（５０日間） 

日本人と台湾人 

※伊豆ドリームパスで設定されているコースの名称 

※ 



   街歩きアプリ「静岡伊豆ドリームナビ」 

トライアル用観光サイト 

おすすめコース スタンプラリー 

店舗・観光地マップ 

AR写真撮影 電子アンケート 

商品のQRコード翻訳 



複合的なビッグデータ分析を行うことにより、外
国人観光客の動態を明らかにでき、継続して行う
ことで、施策効果の把握、効果的・効率的な施策
展開が可能になる。 

フリーWi-Fiは、店舗などのスポット型と歩道な
どのストリート型を組み合わせ、行動分析を行い
ながら効率的に展開することで、台湾人観光客の
通信ニーズに素早く対応できる。 

国外プロモーションにSNSは効果的であり、中で
もフォトコンテストは地域の魅力拡散に有効な手
立て。動画を用いた情報はまだあまりないが、
SNSと動画を連動することで更なるプロモーショ
ン効果が期待できる。 

トライアル結果の総括 

＜考察＞ 

１.台湾人観光客へのプロモーション効果 

２．観光アプリ等による台湾人観光客の 
行動データ分析 

３．静岡市～伊豆エリアのフリーWi-Fiのニーズ 

＜検証項目と検証結果＞ 

旅行満足度の高い観光客の情報元にSNSや動画が
含まれており、ICTメディアの必要性が確認できた。
また、SNS上のフォトコンテストにより、観光客
の写真の拡散を促進し、50日間で台湾人約10万人
リーチしたことを観測した。 

移動データだけでなく、アンケートやフォトコン
テストのデータを複合的に見ることで、日本人と
台湾人観光客の行動動線に違いがあることを確認
した。また、消費の動向や興味関心の対象も把握
できた。 

台湾人の約60％※がモバイルWi-Fiを使っているが、
そのうち90％以上が「フリーWi-Fiがあれば利用す
る」と考えていることが確認できた。 

※本トライアルで実施したアンケートに基づく 


